
本県教員の資質向上に係る「指標」（たたき台）について 
 

                      山形県教育委員会 
 

１ 指標策定の趣旨 

  山形県教育委員会と、県内教職課程認定大学、各市町村教育委員会、各学校、保護者、

産業界等の共通認識の下、本県教員が高度専門職としての職責、経験及び適性に応じて身

に付ける資質を明確化すること。 

 

２ 指標の性格 

  指標は、本県教員が資質向上を図る際、教員としてのキャリアステージ全体を見通し、

自らの職責、経験、適性に応じて、効果的・継続的な研修を行うための目安となる体系的

なものとする。 

 

３ 指標が対象とする教員等の範囲 

  県立学校、市町村立学校、市町村立幼稚園、山形大学附属学校園の、校長（園長）、副校

長・教頭、主幹教諭、教諭（常勤講師及び短時間勤務教諭を含む）、助教諭、養護教諭、養

護助教諭、栄養教諭とする。 

 

４ 校長の指標 

  校長の職責及び役割の大きさに鑑み、校長の指標を策定する。 

 

５ 指標の段階 

  指標には、本県教育委員会が新規採用教員に対して求める資質を「着任時の姿」として

第一の段階に位置付け、それも含めて以下の段階を設ける。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯教諭、養護教諭、栄養教諭のキャリアステージ（７段階） 
 

・着任時の姿  （初任時） 
 

・始発期（前期）（初任時～２年目） 
 

・始発期（後期）（３年目～５年目） 
 

・成長期    （６年目～10年目） 
 

・伸張期    （11年目～20年目） 
 

・充実期    （21年目～30年目） 
 

・組織運営期  （31年目～退職） 



６ 指標の内容を定める観点 
  指標の内容を定めるため、以下の観点を設定する。 

教諭用 

Ａ：教職の実践に関する資質・能力 
（担任力） 

Ｂ：教職の素養に関する資質・能力 

◯生徒指導力 

 ・集団指導力・学級経営力 

 ・児童生徒理解力・教育相談力 

◯学習指導力 

 ・基礎的授業力・カリキュラムマネジ 

  メント 

 ・指導の積極的改善 

 ・教師としての専門性の構築、専門教科   

  の指導力強化 

 ・ＩＣＴ活用力・情報モラル力 

◯特別支援教育力 

 ・特別支援教育の理解と実践力 

 

◯総合的な人間力 

 ・年齢にふさわしい社会力 

 ・豊かな人間性・教養 

 ・学び続ける姿勢 

◯教育公務員としての自覚 

◯チームマネジメント能力 
 ・経営参画意識 
 ・連絡調整力 
 ・チーム運営力 

 ・後輩への指導・助言力 

◯危機管理 
 ・学校安全 
 ・学校情報管理 

養護教諭用 

Ａ：養護教諭の専門性に関する資質・能力 Ｂ：教職の素養に関する資質・能力 

◯養護に関する力 

 ・保健管理力   ・保健教育力 

 ・健康相談力   ・保健室経営力 

 ・保健組織活動力 

◯ＩＣＴ活用力 

 ・情報モラル力 

◯特別支援教育力 

 ・特別支援教育の理解と実践力 

 

 

 

※教諭用と共通 

栄養教諭用 

Ａ：栄養教諭の専門性に関する資質・能力 Ｂ：教職の素養に関する資質・能力 

◯栄養の指導及び管理に関する力 

 ・食に関する指導力 

  食育推進力、児童生徒理解力、 

  給食時間における食に関する指導力 

  個別的な相談指導力 

 ・学校給食管理力 

  栄養管理力、衛生管理力 

◯ＩＣＴ活用力 

 ・情報モラル力 

◯特別支援教育力 

 ・特別支援教育の理解と実践力 

 

 

 

 

 

※教諭用と共通 

校長用 

◯総合的な人間力 

◯教育公務員としての自覚 

◯経営・組織マネジメント力（学校経営力、人材育成力、連携調整力 

◯危機管理 
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７ 本県教員に求める「着任時の姿」 

 大学が行う教員養成の目標であり、本県教育委員会が行う教員採用、及びその後の資

質向上の前提となる初任者に求める「着任時の姿」を、以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 「着任時の姿」 】 

 

◯教諭 

 【教職の実践に関する資質・能力】 

  １ 児童生徒の実態に応じたよりよい人間関係づくりや集団づくりについて

理解することができる。 

  ２ 児童生徒に対する深い教育愛をもっている。 

  ３ 学習指導要領を理解し、授業をイメージすることができる。 

  ４ 学習評価の意義と方法について理解している。 

  ５ 情報モラルを正しく理解し、適切な情報通信の活用ができる。 

  ６ インクルーシブ教育システムの考え方を理解している。 

 【教職の素養に関する資質・能力】 

  ７ 言葉遣いやマナーなどの社会人としての常識を身に付けた対応ができる。 

  ８ 豊かな教養と高い専門性を身に付けている。 

  ９ 学び続ける教員の重要性について理解している。 

  10 教育公務員にふさわしい倫理観と教育に対する強い使命感をもっている。 

  11 郷土を愛し、人とのつながりを大切にして、よりよい学校や地域社会を築こ 

うとしている。 

  12 危機管理の重要性を理解し、危機意識をもって行動しようとしている。 

 

 

◯養護教諭（※教諭と共通するものは除く。） 

 【養護教諭の専門性に関する資質・能力】 

  １ 養護教諭の職務と役割を理解している。 

  ２ 学習指導要領を理解し、保健指導、保健学習内容をイメージできる。 

  ３ 保健室の機能について理解し、保健室経営をイメージすることができる。 

  ４ 人とのつながりを大切にし、児童生徒や教職員とコミュニケーションを図ろ 

うとしている。 

 

 

◯栄養教諭（※教諭と共通するものは除く。） 

  １ 栄養教諭の職務と役割を理解し、食育に意欲的に取り組もうとしている。 

  ２ 学校給食の意義を理解し、給食を活用した食に関する指導をイメージするこ 

とができる。 

  ３ 学習指導要領を理解し、食に関する指導を連携させた授業をイメージできる。 

  ４ 栄養管理責任者としての役割について理解している。 

  ５ 学校給食衛生管理責任者としての役割について理解している。 



 

８ 指標の構成 

  指標の各段階を横軸とし、各観点を縦軸として、段階及び観点に即した項目内容を記

述し、表を作成する。 

  また、各段階における重点項目に◯印を付け、さらに、初任時から退職まで、各資質・

能力を着実に身に付けていくイメージを色で表し、各教員が目安として活用できるよう

にする。 

 

９ 指標の文言 

  指標の文言について、教諭・養護教諭・栄養教諭用においては、めざす資質・能力像

として示すため、文末表現を「～できる」としている。また、校長用においては、資質・

能力の発揮という観点から、文末表現を「～を行う、～する」としている。 
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